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県オ リジ ナル キ ウイ フ ル ー
ツ の 開発 と栽培方法

香川 県農業試 験場 府 中果樹研究所　山下泰生

1 ．キ ウイ フ ル ーツ の 特徴

果実は

　 追熟 しない と食 べ られ ない 。

　　ビ タ ミ ン C 、カ リウム 、食物繊維 を多く含む。

　　タ ン パ ク質分解酵素 「ア クチ ニ ジ ン 」 を含む。

栽培で は

　 つ る性の ため 、棚が 必要。

　 雌雄異株 の た め、人工 受粉が必要 。

2　 キ ウイ フ ル
ーツ と近 縁種

マ タタ ビ 属 （Aetshidia）の 分類

謙 劃 。 ウィ ＿

　　 argutn 　Pt　　 サル ナ シ

　　 rufa 種　　　　シ マ サル ナ シ

　　　 そ の 他 42 種

　キ ウイ フ ル
ー

ツ は 中国原産。dθlieiosa　Ptは 中国

西部、cinhellsis 種は 中国東部に分布 。

　サ ル ナ シ
、

シ マ サル ナ シ は 日本 に も自生す る野

生 種 。 サ ル ナ シ は 冷涼 な山間 部 、
シ マ サ ル ナ シ は

温 暖な海岸沿い に分布。

3 ，品種育成の背景 と 目的

　 全 国に先駆 け昭和 50 年頃よ りキ ウイ フ ル
ー

ツ に 関す る試験研 究 を開始 。

　　国内外にお ける栽培品種の ほ とん どが 「ヘ イ ワー
ド」 で あ り、品種 の 多様性 に乏 し い 。

　　良食味でオ リジナ ル 性の ある品種 の 育成を 目標 に、サル ナ シや シ マ サル ナ シ も利用 し

　　た種間交雑育種 を開始 した 。

4　 キ ウイ フ ル
ー

ツ 育種 の 特徴

　長所

　　1 回 の 交配作業で得 られ る種 子数が多く、変異 の 拡大が容易で ある 。

　　雄花 と雌花が あるた め 、 除雄な どの 作業が必要 ない
。

　　栄養繁殖作物 の た め固定が不 要で ある 。

　短所

　　雄株 は結実 しない た め、育種 目標 に応 じ た雄品種 の 選択が困難。

　　幼苗 の 個体が小 さく、育成管理が難しい
。

　　雄株 と雌株がほぼ半数で 出現する。

　　播種か ら開花す るま で 約 3 年 を要 し、開花す るま で 雄株 と雌株 の 判別 が で きな い 。
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5 　 こ れ ま で に育成 した品種

◎香緑 （昭和 62 年品種登録）

　　 来歴 ： ヘ イ ワ
ー

ドの 実生 （A ．dellciosa）

　　 特徴 ：果形は俵型、重 さは 100g 程度、果 肉は濃 い 緑色、糖度は 15〜 17 度、

　　　　　 収穫期は 11 月 上旬

◎讃緑 （平成 11年品種登録）

　　　来歴 ； 香緑 （A ．dek
’
ei
’
osa ） × 中国系雄系統 （A ．ehin 　en 　sis）

　　 特徴 ； 果形は砲弾型 、 重 さは 100g 程度、果肉の 色はやや淡い 緑 色、

　　　　　 甘み と酸味の バ ラ ン ス が 良い 、糖度は 16 〜17度 、 収穫期は 11 月上 旬

　◎香粋 （平成 11 年品種登 録）

　　　来歴 ：
一

才サル ナ シ （．4，躍 9 ロ 衄 ） x マ ツ ア （．4．ぬ 左δosa ）

　　　特徴 ： 果形は 卵形、重 さは 30〜50g と小果、果面の 毛 じが少 ない 、果肉は緑色、

　　　　　 酸味少 な く甘 みが強 い 、糖度 15〜 18 度、収穫期は 10 月下旬

◎ さぬ き ゴ ー
ル ド （平成 17 年品種登録）

　　　来歴 ： ア ッ プ ル 系 キ ウイ （．4．chinensis ） × 中国系雄系統 （ALchinensis）

　　　特徴 ： 果形 は ハ
ー

ト型 、 重 さは 160〜正80g と大果、果肉の 色は濃黄色、

　　　　　 糖度 14〜17度、収穫期 は 10 月上 〜 中旬

　◎ さぬ きエ ン ジ ェ ル ス イ
ー

ト （平成 21 年品種登録出願、申請中）

　　　来歴 二保存雌系統 79−1−2 （A ．chill θnsis ） X 中国系雄系統 （A ．chin θllsis）

　　　特徴 ： 果形は卵形、重 さは 100g 程度、果 実表 面 の 毛 じが少 な い 、果 肉 の 色 は黄緑色

　　　　　　で種子 周辺 部は赤色 、 糖度 18 度 と高 く食味は特に良好、収穫期 は 10 月下旬

　こ の 他、香川大 学との 共 同研究で 「香粋」タ イプ の 小型 キ ウイ フ ル
ーツ 5 品種 を育成 し 、

8 月に 品種登録出願 を行 っ た。い ずれ も、交配 親は シ マ サ ル ナ シ （．4．rufa ） X 中国系雄系

統 （A ．ehin θllsis）で 、「香粋」 に比 べ て 高糖度で 花腐れ細菌病に 強い 性質を持つ 。

6　 オ リジナ ル 品種 に対応 した栽培技 術 の 改善

　
・新梢が巻 き付 きやす い 「香粋」 は、新梢管理 の 労力が 大きい 。そ こ で 、T バ ー トンネル

　 棚 を利用 した仕立 て 法を開発 した。こ の方式は慣行の 平棚栽培に比 べ て 、新梢 の誘 引 と

　 せ ん 定作業の 短縮 に よ り年間作業時間を約 20％減少 させ る こ とが で きる 。

　
・「香緑」 「讃緑」 「さぬ きゴー

ル ド」 の 人 工 受粉 で は 、液体増量剤に よ る液体受粉に よ り、

　 慣行 の 粉末増量剤に よ る受粉に比 べ て 作業時間が 30％省力化 で き る。

　 ・「さぬ き エ ン ジ ェ ル ス イー ト1 に対 し て、 7E 中旬〜 8 月 中旬に環状剥 皮処理 を行 うこ

　 とに よ り 、 無処理 に比 べ て果実は大 き く、 糖度は高 くな り 、 種子周辺 の 赤色 が濃 くなる。
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